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カリキュラム開発研究について 

 カリキュラムの概念は、OECD によると、教育目標、教育内容、教材、教授、学習活動さ

らには、評価の仕方まで含んだ広い概念である。学習者に与えられる学習経験の総体をカリ

キュラムと呼んでいる。また、「顕在的カリキュラム（manifest curriculum）」と「潜在的カ

リキュラム（latent curriculum）」も、広いカリキュラム概念によって包摂可能である。 

このようなカリキュラムの広い概念にともなって、「学校に基礎をおくカリキュラム開発

（school-based curriculum development）」となる考え方も生まれてきた。・・・・ 

・・・教授・学習過程は、単に出来上がったカリキュラムを実践に移す場ではなく、カリ

キュラムがそこに形成され、開発され、評価され、修正（改善）されていく場である。と昭

和 49 年（1974 年）に OECD と文部省が開催した「カリキュラム開発に関する課題の国際セ

ミナー」で、アトキンス等が報告している。 

 このように、カリキュラム開発は、この広い概念で教育実践の計画・実践・評価・改善と

それにかかわる全ての研究が含まれとされていた。また、平成 22 年 3 月（中央教育審議会）

“児童生徒の学習評価の在り方について”の報告にも、計画・実践・評価・改善（PDCA サ

イクル）が取り上げられている。 

 また、木田宏先生（元文部事務次官、国立教育研究所長、新国立劇場運営財団理事長：平

成 17 年（2005 年）永眠）は、オーラルヒストリーで、我が国にカリキュラム開発研究の施

設の無いことを残念がられていた。とくに、国、各地域に設置し、現職の先生方・大学が共

同し、教材開発・実践・評価の支援をすべきだと言われていました。（1975 年に岐阜大学に

これらに対応できるカリキュラム開発研究センターが設置されたが 2003 年に大きな施設へ

と発展した。） 

 そこで、沖縄マルチメディア研究会、沖縄女子短期大学、岐阜女子大学関係者等と協同し、

沖縄カリキュラム開発研究会およびセンターを設置し、広くカリキュラムに関する研究開発、

その研究の方向性、教育実践研究について「沖縄カリキュラム開発研究ニュース」を発行し、

情報を提供することにした。 

 今後、沖縄に新しい特色のある教育研究が始まり、沖縄の教育実践研究成果が、広く全国、

アジアの地に広がることを期待している。（後藤） 

(沖縄) 
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沖縄カリキュラム開発研究会を支える研究活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 沖縄マルチメディア研究会設立(平成 4 年)

地域文化資料等の研究始める 

② 岐阜女子大学 文化情報研究セン

ター 設置（平成 11 年） 

③ 文部科学省 GP(平成 16～22 年) 
①大学 ②社会人 ③大学院 
分野で採択される。岐阜女子大学

④ 新教育基本法（改正） 

（平成 18 年）

⑤ 沖縄での「郷土の伝統と文化」関

連の資料の整備（約 1 万件） 

⑥ 沖縄教育カレッジに 
岐阜女子大学大学院サテライト校

設置 

⑦ 沖縄女子短期大学・岐阜女子大学

姉妹校協定 沖縄サテライト校設

置（学部、大学院）（平成 21 年）

◎プロジェクト研究（平成 2 年）始める。 

◎沖縄マルチメディア研究会（仲本先生代表）設立 

 地域の文化財・文化活動、生活文化等の素材収集始める。 

 

○全国（北海道から沖縄）の伝統文化のデジタル・アーカイブ化を

始める。 

・エイサーといわき市じゃんがら念仏踊り、アンガマ、スンサーミ 

◎沖縄マルチメディア研究会、沖縄の自然、動物、歴史資料、伝統

工芸、芸能などのデジタル・アーカイブ化 

 

岐阜女子大学 文部科学省 GP(特色のある教育)に採択される 

①大学（デジタル・アーキビストの養成） 

②社会人（社会人のためのデジタル・アーキビスト教育プログラム）

③大学院（実践力のある上級デジタルアーキビスト育成） 

○デジタル・アーキビスト資格（デジタル・アーキビスト資格認定

機構、平成 16 年設立、理事 佐々木正峰、菱村幸彦、生田孝至 等）

 

◎新教育基本法（改正 平成 18 年 12 月）（伝統を尊重して、言及）

「伝統と文化、郷土を愛する、…」を受けて、関連資料を収集し、

沖縄デジタル・アーカイブ教材の本格的な研究開発始める。 

 

 

沖縄の地域文化資料のデジタル・アーカイブ化と利用研究を始める。

（沖縄関連素材、約 1 万件を保管）デジタル・アーカイブ教材の研

究会始める。（準デジタル・アーキビスト資格講座開催を始める） 

 

 

沖縄で大学院文化創造学研究科（デジタル・アーカイブ教材の開発

研究始める）獅子舞、エイサー、各種文化財のアーカイブ化 

 

3 年生編入、大学院文化創造学研究科 

（大学院、文部科学省 大学院免許法認定公開講座） 

沖縄で大学院として本格的な地域文化資料のデジタル・アーカイブ

研究始める。沖縄県内の各施設、大学等の研究者、多くの協力者で

研究を進める。 

 

 

沖縄の伝統文化・地域資料を用いた、地域学習のデジタル資料の活

用の基礎研究を始める。 

 

沖縄修学旅行の支援のため、全国の高等学校等に配布(平成 23 年 3

月)（平成 23 年 9 月、2 万冊追加印刷） 

・沖縄県学校教育用に配布準備（2 千冊）とデジタル・アーカイブ素

材提供 

 

教員・大学研究者（沖縄女子短期大学、岐阜女子大学・大学院等）

による共同研究および、「沖縄カリキュラム開発研究」誌刊行 

⑨ 「沖縄修学旅行おぅらい」刊行 

平成 23 年 3 月 

⑩ 沖縄カリキュラム開発研究会 
(平成 23 年)

⑧ 沖縄デジタル教科書研究会 

(平成 22 年)
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沖縄カリキュラム開発研究会の教育実践研究の基礎構成 

１.教育実践・研究の基礎資料の整備 

 地域での一連の教育実践・研究とそれぞれに対する教育（実践資料）情報の蓄積が必要であり、今

までに次のような展開で、研究の整備を進めている。 

１）教材の整備・・・沖縄関係資料 1 万数千件、算数・数学・理科等教材、学習プリント、その他 

 ２）学習評価資料・・・PDCA システムの基礎研究として評価用調査項目の Item Bank 等の研究 

 ３）教材開発支援・・・平成 16 年から文部科学省 GP でデジタル・アーキビストの育成が選定され

た。（地域文化財のデジタル・アーカイブの開発とその教材化の支援） 

（学 部）①デジタル・アーキビストの養成 平成 16～18 年度 

（社会人）②社会人のためのデジタル・アーキビスト教育プログラム 平成 19～21 年度 

（大学院）③実践力のある上級デジタル・アーキビスト育成 平成 20～22 年度 

などを用いて、新しい教材開発研究・デジタル教材（教科書等も含め）などの基礎研究を始めてい

る。 

 

２．実践・研究の展開・・・評価、教材、実践（教育方法） 

 教育実践は、昭和 49 年の OECD の「カリキュラム開発に関する研究」の国際会議、中央教育審議

会（平成 22 年 3 月）「児童・生徒の学習評価の在り方について」等で「計画、実践、評価、改善」の

確立が重要であるとされている。とくに、教育実践・教材開発の研究の成果の適否は、分析・評価・

方法が整備されていて、初めて研究として成立する。 

 このため、現在次のような研究体制で平成 21 年度から教育実践研究を進めてきている。 

１）学習のプロセス、価研究体制の整備と教材流通 

  ①学習の事前、事後および定着での調査評価法の試行研究 

   「動く紙おもちゃ作り」の実践を用いた評価方法の研究を行ってきた。その成果として学習の事前、プロ

セス、事後のイメージ、理解(学習内容の理解)、自信、意欲・関心等

意識調査、行動(学習過程の行動分析)、学習結果の、定着、学習指導

方法などの評価方法と調査項目の研究整備を進めている。 

   （たとえば、自信の調査では、「①説明を聞いてできる。②プリン

トを見ればできる。③一人でできる。④他の人に説明できる。」など

の多様な調査項目研究と項目の整備を進める。授業後の学習の定着

状況など各種の評価と評価の観点との対応の研究を進めている。） 

 

学習活動は、フランダース、OSIA、小金井先生などの行動カテゴリーを参考に、行動カテゴリーを作成

し、親子、教師（提示）や授業での教師・学習者の活動を見る観点の研究を進めている。 

学習前調査 学習のプロセス調査 事後調査(評価) 学習の定着評価

（例）平成 22 年度の基礎研究例 

イメージ変化の調査

学習活動の行動分析・評価

学習内容の理解、自信、

意識、指導方法、誤り、

学習成果等の分析・評価

(形成的評価) (長期履修状況の評価)

動く紙おもちゃ作りでの親子の様子
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  ②教材・資料の収集、整理と流通の試行 

（沖縄の資料の収集・デジタル化は平成 4 年頃から進め、現在、1 万数千件の教材資料を保管

している。） 

    例：沖縄修学旅行おぅらい⇒全国に教材の基礎資料の提供を始める。 

 

 
    その他、地域文化資料等 

２）伝統文化素材収集と教材開発と授業成果の記録の研究 

  なぜ、「伝統と文化」の研究なのか、教育基本法の成立から改正までの「伝統」について考察し、

今すべき次の事項について実践を進めている。 

①新教育課程を配慮した素材の保存（Item Pool）、教材、授業結果の保管（Item Bank）の方法 

  ②教材環境に対応した素材・教材の保存・管理方法、教材開発方法の確立とその学習指導での利

用方法 

  ③学習内容・行動目標および指導の観点を明確にした授業結果表の作成・収集・保管方法の研究

を進め、PDCA サイクルの基礎の研究を進めている。 

３）教育実践方法とデジタル教科書等の実践研究 

沖縄の多くの教師および研究者で「広い概念でのカリキュラム開発研究」という一つの目的をも

って新しいデジタル教科書の実践研究の推進と教材等の教育情報の提供およびその活用の研究を進

めている。とくに、新しい研究として、デジタル教材（教科書を含め）の実践的な基礎研究が多く

の教員により始まっている。 

（文責 後藤） 

６．沖縄の伝統文化 
（１）講演「沖縄の伝統文化を学ぶ」（大城

學氏） 
（２）琉球舞踊 
（３）講演「沖縄組踊」（宮里祐光氏） 
（４）組踊 
（５）沖縄エイサーの歴史／オーラルヒスト

リー（宜保榮治郎氏） 
（６）エイサー 
（７）講演「沖縄の獅子舞」（宮里祐光氏）

（８）沖縄 獅子舞 
（９）琉球音楽 
（１０）わらべ歌 
（１１）沖縄空 
７．沖縄の産業 
（１）焼物 
（２）琉球漆器 
（３）琉球ガラス 
（４）三線 
（５）織物 
（６）農業 
（７）水産業 
 
別紙１ 沖縄県地図 
別紙２ 琉球史・日本史対照年表 

（７）講演「首里城の復元と沖縄の文化」（高

良倉吉氏） 
（８）園比屋武御嶽石門 
（９）玉陵 
（１０）首里城 
・久米村の歴史／オーラルヒストリー（具志

堅以徳氏） 
４．沖縄の生活文化 
（１）衣 

・芭蕉布 
・花織 
・絣 
・ミンサー 
・紅型 

（２）食 
・料理 
・食材 
・レシピ 

（３）住 
・琉球村 
・中村家 
・沖縄の住まい 

５．沖縄の自然 
（１）万座毛 
（２）古宇利島 
（３）八重山諸島 

○ はじめに 
○ 目次 
○ 沖縄修学旅行おぅらいについて 
○ 謝辞 
○ ご利用にあたって 
○ 著作権について 
１．観光施設 
（１）沖縄美ら海水族館（国営沖縄記念公園

（海洋博公園）内） 
（２）国際通り 
（３）道の駅かでな 
（４）玉泉洞（おきなわワールド内） 
２．平和への願い 
（１）平和祈念公園 
（２）ひめゆりの塔・ひめゆり平和祈念資料

館 
（３）旧海軍司令部壕 
（４）戦中・戦後の子どもの視点からのオー

ラルヒストリー 
（山里栄昭氏）・（仲本實氏） 
３．沖縄の世界遺産 
（１）座喜味城跡 
（２）勝連城跡 
（３）中城城跡 
（４）今帰仁城跡 
（５）識名園 
（６）斎場御嶽 


